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要 旨

肢体不自由特別支援学校において行った平成 21年度文部科学省委嘱事業特別支援教育総合推進事業

に係る巡回相談について、その結果を報告する。

対象は、香川県立高松養護学校 (肢体不自由)の小学部、中学部、高等部、9ク ラスに在籍する計

32名 の児童生徒である。

実施内容は、児童 。生徒の見え方についての教員へのアンケー ト、対象クラスでの研究授業参観 と、

研究討議への参加、視能訓練士の立場からの見え方や教材についての指導、助言である。

事前アンケー トの結果では、89,7%の 教員が児童生徒の見え方についての問題を感 じていた。対象

児童生徒のうち、当院で精査を行つている 21名 は眼科的問題点として屈折異常 80,90/O、 斜視 71.40/0が

あるため、眼鏡装用の意味や装用促進への協力、斜視による立体視の異常に伴 う顕微鏡等の配慮につ

いて説明した。環境整備 としては、遠見で認識できる文字の大きさについて、視力値と絵視力表の実

測値を提示 した。また、障害児には幼年型視覚 (読み分け困難)が残存することから、見やすい教材

の工夫として見せたい部分を強調 し、他の部分を抑制することを助言 した。その他、文字やカー ドを

見やすくする方法としてロービジョン・ケアの手法 (拡大、接近、コン トラス ト)を紹介した。

以上、視能訓練士による特別支援学校 (肢体不自由)への巡回相談によつて、児童生徒の眼科的情

報の共有化が図れるとともに、重複障害児の視覚的問題について教員が再認識することにつなが り、

見やすい教材への意識づけと啓発を行 うことができた。

I.は じめに                     巡回相談は特別支援学校教員による幼稚園、小、中、

平成 21年度文部科学省委嘱事業特別支援教育総  高等学校の訪問が中心で、平成 21年度は巡回相談

合推進事業に係る巡回相談への参加の機会を得たの  員として60名 が参加している。そのうち医療関係

で報告する。                   者は、医師、臨床心理士等 10名 と少数であり、視

日頃から香川県立高松養護学校 (肢体不自由)では、  能訓練士の参加は全国的にも報告がない。

日頃から、重複障害の児童・生徒の見え方について  Ⅱ.対象

疑問を感じており、今回、学校と、県教育委員会か   対象は、香川県立高松養護学校 (肢体不自由)小

ら巡回相談の依頼を受けたため、視能訓練士の立場  学部 4ク ラス、中学部 3ク ラス、高等部 2ク ラスの

から見え方や教材についてく教員への指導・助言を  児童生徒の計 32名 であった。そのうち、当センタ

行った。                      一眼科を受診し、調節麻痺剤サ点眼にて屈折検査など
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の精査・視能訓練を行つているのは21名であつた。

Ⅲ.実施内容

巡回相談の実施内容では、最初に、教員への事前

アンケー ト「見え方について困つていること」を実

施した。(H21年 5月 実施、回収率髄伊/olそのうえで、

H21年 6月 からH22年12月 までに、9ク ラスの研

究授業を参観 し、各学部や学年の教員全体による討

議に参加し、指導・助言 (14回)を行つた。

表 1は、9ク ラスの授業内容である。自立活動が

6ク ラス、教科の学習は音楽、理科、社会の 3ク ラ

スであった。

Ⅳ.結果

1.事前アンケー ト結果

図 1は、 F児童の見え方に問題を感じたことはあ

りますか ?」 との設間の結果である。上から高等部、

中学部、小学部高学年、低学年で、横軸は%である。

「非常に感じている」、「感じている」を合わせると、

89.7%の 教員が見え方の問題を感じていることがわ

かった。特に、「非常に感じている」の割合は、小

学部高学年、小学部低学年で高くなつていた。具体

的な問題点は「どのくらい見えているかわからない」

が76%、 「視野が狭い」が46%、 1聴が定まらない」

が 39%であつた。

6年 自立活動

図2児童の見え方への疑間 (児童の問題 )

‡亀孟通五威達ン:

F評孝
|°
写席法

le籍

―

1_________―
一

・ 図形の見分け
はできるがひ !|

らがなが読め ―

ない    |
。人の顔は見て

.

いるがカード |
は見ない

・ すぐ眼をそら
す

。視線ん`定まら |

ない場合どう |
見えているの |―

か

・ 教室でどの

ような訓練 :
をしてあtザ |
れ|ざいいの |

んヽ       :

・ 児童にあち

た教材の提
示の仕方と

距離

・ 写真・カー

ド・シンボル

何がわかり
やすいか

・ 眼鏡の違い
.

を感じない !

『森のクリスマスJ

2年理科

[電気とその

はたらき」

千年自立活動
fポ ールで

遺ぼう奪

表1授業参観

B非常に感じてし □感じている日あまり感じていない田感じていなt

高等部

中学部

小学部 低

・ 保護者から
の情報伝
わっていな
い

図3児童の見え方の問題 (学習方法 )

さらに具体的な記述として、図 2の児童の見え方

の問題、図 3の学習方法についての疑問点が挙げら

れた。

そこで、授業を参観し、教員の視覚的配慮につい

て「重複障害児の見え方の特′陛を理解する」「環境を

整備する」「教材を工夫する」の3つを取り上げて、

助言を行つた。

2.重複障害児の見え方の仲性を理解する

図 4に授業参観を行つた児童生徒のうち、当セン

ターで精査を行った。21名 の眼科的問題点を示す。

屈折異常は 17例で 80。9%、 創視は 15例で 71.4%、

緑内障、視神経萎縮は4例で 19%であつた。

教員への助言として、視覚の感受性時期における

屈折異常、特に遠視・乱視は視力の発達障害の原因

となるため、視力発達を促すために、眼鏡矯正が必

要であること、斜視は、両眼視、立体視の異常の原

因となり理科の授業での顕微鏡の見えにくさにもつ

なる。また、緑内障は視力障害、視野障害の原因と

なり、黒板の文字の場所、パソコンのカーノルを見

つけにくいことの問題点を挙げた。

3.環境を整備する

見えやすくする環境整備として、図 6のように視

力値と絵視力表の実狽1値を提示し、児童が遠見で認
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図1 教員への事前アンケート調査「児童の見

え方に問題を感じたことはありますか。」
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識できる貌材、文宇の大きさについて、教員に説明

した。中学部の理科の授業では、顕微鏡が楽に見え

る机の高さ、姿勢の工夫の重要性を説明した。

また、図 6の ように授業で遠見のTVの鍵盤と手

元のキーボー ドを見比べることが困難という児童に

は、個々の教員が近見で個別に武芯する必要性を説

明した。            ァ

その他、図7のようにパソコンを用いた授業では、

緑内障、視神経萎縮の器質的視力障害の低視力の

児童には、ディスプレイとの視距離を、もつと近接

させて、児童が見えていることを確認して授業を行

うことの必要ll生 を説明した。

図6遠見のTVと、キー
ボードの見比べ困難

図7 PCに 近接するエ
夫を

図8脳性視覚障害児の視反応の観察の
工夫(光の点減と動き、音が同時に起こる教材 )

図4精査を行つた児童の

眼科的問題点

n=21

図9脳性視覚障害児の視反応の観察の工夫
(光る、動きのある教材の工夫)

これは、幼年視型視覚 (読み分け困難)の残存で

あが、この将数をチ里角平し、見せたしヽ教材をより強調し、

他は抑制するという工夫を助言 した。

さらに、低視力、視野障害の生徒にはロービジョン・
図5絵視力表を用いて、認識でき
る視標の大きさを確認する(3m) ケアを応用して見やすくする工夫が必要となる。

これについては、プリントの罫、マスロを太くし、

4.見やすい教材を工夫する             濃い鉛筆を禾1用 したり、図 10の ように視野狭窄の

月肖性視覚障害の児童の教材として、音と視標の変  ある生徒には、認識できる視野の中に教材を提示す

化が同時に起きる視標を工夫する必要があるが、図  るよう配置を促 した。図■のように、行の読みと

8の ようにモールや鏡など反射する視標による近接  ばしを防ぐためにタイポスコープを紹介した。図 12

反射を利用すると、視反応が観察できることは、授  のように特別なソフトを使わずウインドウズのアク

業のなかで工夫、実践していた (図 8、 9)。      セシビジティ機能の中の見やすくする設定も、教員

また、障害児には、たくさんの視標の中から、一  に紹介した。高度な視野狭窄を有する児童生徒は、

つを抽出することは苦手という見え方の特徴があ  マウスの場所の確認が難 しくなるため、マウスの拡

る。                         大、軌跡、拡大鏡、白黒反転画面が有効となる。
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なお、将来的には、携帯用拡大読書器、ルーペ、

書見台の使用の必要J性も説明した。

その他、教員への視野障害への啓発として図 13

のように視野障害シミュレーションレンズを用いて、

視野狭窄体験を実施し、生徒の見えにくさへの理解

を求めた。

V.考按

特別支援学校 (肢体不自由)における、巡回相談

を通して能訓練士の立場から、児童の見え方や、教

材作成および提示方法について検討することができ

た。

事前アンケー ト調査では、多くの教員が児童の見

え方を把握できないと回答しており、これは、重複

障害児の視機能を評価することの困難陛。と、教

育現場での眼の使い方の判断の難 しさを表している

と考える。

図13視野障害シュミレーション

視能訓練士による巡回相談の意義は、隣接した施

設で児童・生徒の眼科的情報を共有化することによ

って、重複障害児の視覚の特 l生を教員に伝達し、教

育活動の活J性化を図ることにある。また、同時に、

教員への啓発も兼ねており、斜視・屈折異常の合併

率が高い肢体不自由児に対し、視覚発達時期の眼

鏡の必要ll生 と装用への協力依頼が行えた妙0・

今回、教育活動では、教員が日々、授業の中で

工夫している孝友本オを、より見やすくするために、眼

科的なロービジョン・ケア (拡大、接近・コントラ

スト)の手法を紹介した 00。

これは、従来、眼科で、器質的眼疾患による低況力、

視野障害に対して、読み書きのためのルーペや、拡

大読書器等の光学的補助具、非光学的補助具、パソ

コン等を用いて、文字を読みやすくするための支援

を行うものであると特別支援学校 (肢体不自由)に

おいても緑内障や視神経萎縮などの器質的眼疾患の

児童はもとより、脳性視覚障害で教材が見えにくい、

見つけられない児童にも応用することが有用と考え

られる。なお、拡大教科書や、デジタル教科書 lDASY

図書)も今後の選択肢と思われる。

また、近見のカー ドなどの教材を作成する際には、

単一の文字が読める大きさでなく、単語として読み

やすい文字の大きさを知る必要がある。それには、

MNREADという検査表を用いて、読み速度を考慮し

て文字の大きさを選択することが有用と′思われる0。

以上のように、巡回相談がきつかけとなり、視覚

的問題について教員が再認識し、屈折異常の変化な

どの眼科的精査を定期的に行う必要性を保護者に伝

えるなど、教員への啓発も確認できた。

今後の課題としては、学校と家庭、眼科の生活上

の共通の評価基準の策定が必要であると考えている。

図10視野狭窄の生徒の教材提示の位置と距離に注意する
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図11 タイポスコープで

読む行を強調
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